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予
算
は
市
長
が
案
を
つ
く
り
、
市

議
会
が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て

決
定
し
ま
す
。
特
に
令
和
４
年
度

の
一
般
会
計
の
総
額
は
5
3
7
億

円
で
過
去
３
番
目
に
大
き
な
規
模

で
し
た
の
で
、
委
員
長
と
し
て
責

任
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
予
算
は
、
市
制

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
本
市
に

と
っ
て
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の
重
要
な
予

算
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
産
業
力
の
向
上
、

人
口
減
少
対
策
と
い
っ
た
山
積
す

る
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、

２
日
間
を
か
け
て
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

議
論
を
深
め
る
た
め
、
新
た
に
予

算
全
体
の
基
本
的
な
考
え
方
を
質

疑
す
る
場
と
し
て
、「
総
括
質
疑
」

を
設
け
ま
し
た
。
市
長
の
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
の
思
い
を
問
う
な

ど
、
政
策
的
な
議
論
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
代
表
と
し
て
私
た
ち
の

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

の
か
、
本
当
に
必
要
な
お
金
な

の
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
入
念

な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
足
利
市
の
発
展
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾

け
、
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。

予算審査特別委員会とは？
市長から提出された予算案を審査するため、全議員を
構成員として設置される特別委員会のことをいいます。
足利市議会では毎年３月定例会に設置されます。

足利市に１年間に入ってくるお金で
ある収入と、その使い道である支出
の見積もりのことをいいます。

市議会がしっかりチェックします
足利市の令和４年度予算

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

予算を丁寧かつ慎重にチェック

令和４年度の予算説明書

特集

一般会計とは？
市の基本的な仕事（福祉、教育、ごみ処理、
道路整備、消防など）を行うための会計の
ことをいいます。

特別会計とは？
介護保険や国民健康保険などの特定の目的のため、保険料や使用料
などの特定の収入で運営していく事業の会計のことをいいます。
お金の出入りをはっきりさせるため、一般会計と別に管理しています。

予算とは？

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の

委
員
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た

予
算
に
つ
い
て

市
議
会
の
役
割
と
は

ど
の
よ
う
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
か

新
し
い
取
り
組
み
は

市
民
の
皆
さ
ん
へ

お
伝
え
し
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

Special 
Feature 

予算審査特別委員会の様子

予算は市長が作成し、それを住民の代表である議会が
審査し議決することによって成立します。そのため、
一般会計や特別会計など足利市の令和４年度予算とし
て示された230ページに及ぶ予算書等を、２日間にわ
たり、合わせて約13時間かけて、丁寧かつ慎重に審査
を行いました。

令和３年度委員長
柳　収一郎

副委員長
鶴貝　大祐 02
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注目議案を
Pick Up!

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
な

ど
、
補
助
事
業
お
よ
び
単
独
事
業
の
追

加
、
繰
越
明
許
費
お
よ
び
債
務
負
担
行

為
の
追
加
を
す
る
た
め
、
歳
入
歳
出
予

算
に
１
億
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
５
８
５
億
１
３
０
０
万
円
に

し
よ
う
と
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

な
ど
を
追
加
す
る
た
め
、
歳
入

歳
出
予
算
に
２
億
５
０
０
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
３
９
億
８
５
４
０
万
円
に
し
よ

う
と
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
の
施
設
で
あ
る
足
利
市
民
プ
ラ

ザ
及
び
足
利
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
６
号

令
和
３
年
度
足
利
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
12
号
）に
つ
い
て

議
案
第
14
号

令
和
３
年
度
足
利
市
介
護
保
険
特
別

会
計（
保
険
事
業
勘
定
）補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

議
案
第
25
号

足
利
市
民
プ
ラ
ザ
及
び
足
利
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

総務企画防災常任委員会

民生環境水道常任委員会

教育経済建設常任委員会

返礼割合が３割を超える返礼品や地場産品と関係の
ない返礼品が問題となり、国会で議論され、新たな
ルールができたが、地域振興も含めた本市の基本的
な考え方を聞きたい。

令和４年第１回臨時会は１月20日の１日間、第２回
定例会は２月24日から３月24日までの29日間行いま
した。提出された議案など合わせて50件について、
慎重に審議しました。

高額介護サービス費とはどのようなものか。また、
どのような世帯が対象となるのか。

足利市民会館の閉館に伴い足利市民プラザの利用が
増え、一般市民の利用が難しくなることが予想され
る。市民サービスを低下させないように利用調整が
必要になると思うがどうか。

寄付額の３割以内とすることなど、国のルールの中
で、市内企業へふるさと納税制度を周知して返礼品
を広げ、販路拡大の機会をつくりたい。また、体験
型の返礼品等をつくり、地域振興につなげたい。

要介護者などが１か月に支払った介護サービスに係る
利用者負担額の合計が、世帯合計等で一定条件を超え
るときに、申請により一定額を超えた額を払い戻すも
ので、所得区分ごとに負担の限度額が異なる。

利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響から
徐々に回復しており、市民ニーズに合うように調整
していきたい。民間施設の借り上げ等について、指
定管理者と協議しながら進めていきたい。

Q

Q

Q

A

A

A

PickUp 1

PickUp 2

PickUp 3

会議結果 審議結果 録画配信

市長から提出された議案等　45件

議員から提出された議案等　  5件

こんな結果になりました！
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あしかが自民党議員会

渡
わ た

辺
な べ

　　 悟
さとる

３回目の新型コロナウイルス
ワクチンの接種推進を！

質
問

令和３年 12 月、医療従事者や高齢者施設
入所者等を優先して３回目の新型コロナウ
イルスワクチンの接種を開始した。令和４
年に入り、本格的にワクチン接種が行われ
ているが、現在の状況および今後の予約状
況の予測について聞きたい。

回
答

令和４年３月７日現在、約３万 7,000 人が
接種済みであり、接種率は 26％である。高
齢者の接種は３月中の完了見込みであり、
今後64歳以下の方が接種の中心となる。年
齢が若くなるにつれて接種率が低下する傾
向にあるため、ホームページやＳＮＳを活
用して３回目接種の必要性を周知していく。

ひ
と
言

コロナ対策は３回目のワクチン接種が鍵と
なるため、積極的な周知を期待します。

万和クラブ

斎
さ い

藤
と う

 昌
ま さ

之
ゆ き

指定管理者制度の運用見直しを！

質
問

今後の指定管理者の募集に当たり、募集条
件を検討する必要がある。現在、市有施設
の管理を受託している外郭団体の真の自立
と健全経営という観点から、これからの本
市における指定管理者制度の運用の在り方
を再検討すべきと考えるがどうか。

回
答

指定管理者制度の導入から 16 年が経過し、
市有施設の管理方法を再検討すべき時期に
あると考えている。今後、多くの市有施設
を管理する外郭団体に対する本市の関与の
在り方を検討するとともに、委託方法や募
集条件、料金設定などを見直し、最適なサー
ビスを提供できるように取り組む。

ひ
と
言

指定管理者制度の趣旨を徹底し、外郭団体
の今後の在り方を再検討すべきです。

市政を問う一般質問を開催
市民の思いを胸に、15名が登壇
まちの課題などについてさまざまな視点
から議員がまちの考えを聞く一般質問。
ここでは各議員の質問をダイジェストで
お伝えします。二次元コードから録画配
信をご覧いただけます。

こんなことを聞きました！

議員
　会派名 録画

配信　氏　名

質問 議員の質問

回答 市長などの回答

ひと言 質問に込めた思いなど

しぎかいひろば　No.36205



万和クラブ

大
お お

須
す

賀
が

 幸
ゆ き

 雄
お

新クリーンセンターに発電設備
を設置して最大限に活用を！

質
問

地球温暖化の防止には、太陽光などの再生
可能エネルギーの活用が寄与すると考えて
いる。新クリーンセンターの建設では、ご
みの焼却により生み出される蒸気を使用す
る発電設備を設置し、再生可能エネルギー
として有効活用すべきではないか。

回
答

第３次足利市環境基本計画では、脱炭素社
会と循環型社会の実現を基本目標としてい
る。新クリーンセンターでは、これまでの
場内や場外での熱利用に加え、ごみの焼却
により発生する蒸気を利用した発電も新た
に計画している。蒸気を有効活用できるよ
うに着実な整備に向けて取り組んでいく。

ひ
と
言

ごみを再生可能エネルギーとして活用し、
化石燃料の消費が減ることを望んでいます。

織姫クラブ

黒
く ろ

川
か わ

 貫
よ し

男
お

運転免許証を返納した
高齢者への取り組みを！

質
問

運転免許証の返納は、公共交通手段の乏し
い地方に暮らす高齢者にとってハードルが
高く、要介護状態になるリスクの上昇や社
会参加の減少につながるといった懸念があ
る。車社会における高齢者の現状と免許証
返納後の高齢者への取り組みを聞きたい。

回
答

本市の 65 歳以上の高齢者のうち、７割近
くの方が運転免許証を保有している。高齢
者の免許証返納促進と返納後の移動手段の
確保策として、本市では生活路線バスの回
数券の交付や運賃の割引、介護保険制度を
活用した生活支援サービスを行っており、
今後も公共交通の在り方を検討していく。

ひ
と
言

デマンド交通と組み合わせ、きめ細かい公
共交通の構築に努めるべきと考えます。

公明党議員会

冨
と み

永
な が

 悦
え つ

子
こ

人口減少対策としての
結婚支援の推進を！

質
問

2020 年の婚姻数は戦後最少であった。婚姻
数の減少による出生数の減は、総人口の減
少をもたらし、長期的に経済や社会を大き
く変える重大な出来事である。婚姻数が減
少する中、結婚支援は重要であると考える
が、今後どのように推進していくのか。

回
答

令和２年度の市民アンケートの結果では、
結婚への不安や問題として、出会いの機会
の不足や結婚・生活資金の不足などが挙げ
られていた。こうした不安を解消するため、
結婚支援センターでの出会いの場の充実
や、婚姻に伴う住宅費用などを支援する事
業に取り組み、少子化対策を推進する。

ひ
と
言

結婚の希望はあるが交際や結婚にあと一歩
を踏み出せない方への支援が必要です。

織姫クラブ

大
お お

谷
た に

 弥
や よ い

生
消防団を中核とした
地域防災力の充実強化を！

質
問

令和３年４月、総務省消防庁長官より通知さ
れた「消防団員の報酬等の基準の策定等につ
いて」では、非常勤消防団員の報酬等の基準
などが示された。同通知は団員の処遇の在り
方を大きく変える内容であるが、本市はどの
ように受け止めて改善していくのか。

回
答

同通知を重く受け止めており、地域防災の
中核として活動する消防団員の苦労に報い
るには、処遇改善に取り組むことが重要で
あると認識している。令和４年度から消防
団員個人へ報酬等の支給を開始するほか、
出動手当等についてもより適正な支給を行
うため、消防団と協議を行っていく。

ひ
と
言

団員が地域全体から応援され、感謝をされ
ていると実感できる取り組みも必要です。
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あしかが自民党議員会

柳
やなぎ

 収
しゅう

一
い ち

郎
ろ う

各種届け出の窓口を一本化して
ワンストップ窓口の実現を！

質
問

過去、多くの議員から要望のあったワンストップ
窓口、いわゆる出生、死亡、転入・転出といった
届け出に伴う手続きの窓口一本化は、市民の期待
も大きいと考えている。令和４年度の組織改正は
市議会の意見を反映してもらえたと思うが、ワン
ストップ窓口の実現見通しについて聞きたい。

回
答

窓口を１カ所に集約することで複数の手続
きが一度で完結し、市民の利便性向上が期
待される。国は、令和４年度末までに子育
てや転出・転入などの複数の手続きをオン
ラインで完結するワンストップサービスを
実現する方針である。本市もデジタル技術
を活用し窓口業務の改革を推進していく。

ひ
と
言

市民にとって長年の要望であるため、実現
に向けた取り組みを期待しています。

万和クラブ

末
す え

吉
よ し

 利
と し

啓
ひ ろ

市民の命と生活を守るために
市役所庁舎更新の議論を！

質
問

熊本地震で被害を受けた宇土市役所は、本
庁舎の損壊だけであったにも関わらず、隣
接する別館と福祉センターも本庁舎倒壊の
危険性から立ち入り禁止となった。本市も
未耐震の本庁舎や別館、教育庁舎が隣接し
ており、同様の影響があるのではないか。

回
答

本市においても同様のリスクが想定され、
被害の発生時には危険度の判定を行い、庁
舎の使用可否を判断する。平成 29 年度に
策定した足利市業務継続計画、いわゆるＢ
ＣＰでは、市役所自体が被害を受けて本庁
舎の使用が困難な場合には、消防本部など
の市有施設を使用することとしている。

ひ
と
言

改修の見積もりや調査を進め、議論の土台
となる資料を早急にそろえるべきです。

あしかが自民党議員会

中
な か

島
じ ま

 真
ま

弓
ゆ み

出産お祝い金制度を導入し、
子育て世代に優しいまちへ！

質
問

子育て世代の課題解決に前向きに取り組む
必要がある中、安心して妊娠、出産をして
もらうため、子育てを応援するまちとして、
出産お祝い金制度を取り入れるべきと考え
る。子育て世代に優しいまちの実現に向け
た今後の展望を聞きたい。

回
答

本市は妊産婦医療と比較して、出産後の子
育て支援が充実しているとは言えない状況
である。議員ご指摘の出産お祝い金などの
給付型の支援制度は、子育て世代に優しい
まちづくりを進めていく上で必要な施策で
あると考えていることから、実施に向けて
検討を進めたい。

ひ
と
言

本市の発展に向け、子育て支援を拡充させ
た子ども中心のまちづくりを期待します。

公明党議員会

藤
ふ じ

本
も と

 秀
ひ で

樹
き

地域活性化の取り組みとしての
ｅスポーツの推進を！

質
問

ｅスポーツは、年齢や性別、国籍、障がい
の有無にかかわらず、誰もが参加できるこ
とから、共生社会や多様性社会の実現に大
きく寄与すると考える。コロナ禍において
も企業活動や地域の活性化につながること
から本市でも推進すべきではないか。

回
答

共生社会や多様性社会の実現に寄与する可
能性を感じており、周辺産業への波及効果
が大きく、今後の成長が見込まれる。いち
ご一会とちぎ国体・とちぎ大会で開催が予
定されているｅスポーツ選手権の状況や民
間事業者、先進自治体の動向を注視し、さ
まざまな角度から研究を進めていく。

ひ
と
言

ｅスポーツを推進していくことが本市の新
たな活力の創出につながると考えます。

しぎかいひろば　No.36207



あしかが自民党議員会

杉
す ぎ

田
た

　　 光
ひかる

周辺住民も期待を寄せる
道の駅整備で本市の活性化を！

質
問

第８次足利市総合計画前期基本計画の分野
別計画に多機能型駐車施設の整備が盛り込
まれている。道の駅は休憩機能のほか防災
や情報発信など様々な効果が見込まれるこ
とから、国や民間事業者との連携などによ
る整備が期待されるが所見を聞きたい。

回
答

国道 50 号沿線の瑞穂野町を候補地とする道
の駅の整備は、地域振興や観光振興、防災
など多くの効果が期待される。今後、本市
の特色を生かした道の駅の在り方について、
国や県の助言をもらいながら、民間活力な
どを活用した整備手法を含め、調査・研究
していきたい。

ひ
と
言

本市全体に様々な効果が見込まれる道の駅
整備は、周辺住民から期待されています。

万和クラブ

鶴
つ る

貝
が い

 大
だ い

祐
す け

子どもたちの家庭学習に対し、
きめ細やかな支援を！

質
問

コロナ禍で子どもの教育の多くが家庭に委
ねられる状況になったことにより、多くの
調査機関等が学力格差の拡大を指摘してい
る。家庭環境により計画的な学習が困難な
子どもに対し、オンライン学習等を利用し
たきめ細かい対応が必要ではないか。

回
答

子どもたち一人一人に個別最適な学びを提
供するため、オンライン学習をはじめＩＣ
Ｔを有効活用し、個に応じた指導を展開し
ていくことが重要である。オンライン授業
などＩＣＴの持つ可能性を子どもへのきめ
細やかな指導や支援に生かすことに一層努
めていきたい。

ひ
と
言

学級閉鎖等が相次ぐ中、オンライン学習な
どで家庭学習を支援する体制が必要です。

会派を構成しない議員

尾
お

関
ぜ き

 栄
え い

子
こ

新型コロナ感染拡大防止のため
に情報共有体制の構築を！

質
問

感染拡大や重症化を防ぐためには、ワクチ
ン接種やＰＣＲ検査の拡充などに加え、関
係機関との情報共有体制の構築が必要であ
ると考えるが、市内の学校や施設等でクラ
スターの発生時、医師会や高齢者施設など
へ情報の提供や共有はされているのか。

回
答

市民に情報をしっかりと伝える必要がある
と考えており、県に対して市内感染者の状
況についての情報提供を要望した。学校で
感染者を確認した際には教育委員会からＳ
ＮＳ等を活用して周知を行い、施設等でク
ラスターが発生した際には医師会と情報共
有を行い、まん延防止に努めている。

ひ
と
言

県に対し、感染情報を足利市医師会などの
公的機関へ周知することを求めました。

会派を構成しない議員

鳥
と り

井
い

 康
や す

子
こ

新型コロナウイルス感染症の
検査拡大を！

質
問

児童生徒の感染が確認された場合、以前は
同じクラスや部活であれば行政検査として
ＰＣＲ検査を受けられたが、現在は中止さ
れている。市で唾液検査キットを購入して
配布するなど、児童生徒の感染発覚時に検
査を受けられる体制を整備できないか。

回
答

児童生徒の感染を把握した際は、感染拡大
を防ぐため、本人の行動履歴を確認し、そ
の結果をもとに学校医と相談しながら濃厚
接触者等の特定を行い、必要に応じて医療
機関の受診を勧めている。市としての検査
キットの購入については、他市の取り組み
状況等も参考にしながら研究していく。

ひ
と
言

第５波と比較してＰＣＲ検査の件数が増え
ていないことに不安を感じています。
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あしかが自民党議員会

須
す

田
だ

 瑞
み ず

穂
ほ

教育行政について問う！

質
問

早川市長は、教育分野についてもさまざま
な政策をお持ちであるが、市長の考える教
育論について聞きたい。

回
答

あくまでも私個人の思いであるが、本市で
生まれ育った子どもたちが勉強や運動、Ｉ
ＣＴなどに前向きに思い切って取り組める
環境を整えたいと考えている。教育の機会
の平等を守り、教育委員会と共に子どもた
ちの利益を最優先に考え、可能性を広げる
熱意ある教育行政を展開していきたい。

ひ
と
言

教育分野についても市長のリーダーシップ
に期待しています。

足利市議会議長　栗
くり

 原
はら

　　収
おさむ

　　

回のコラムは、３月定例会で行った２つの
決議を中心に振り返りたいと思います。

　まず、中橋の早期架け替えを求める決議です。
中橋付近の堤防は計画の高さから大きく切れ込ん
でいるため、重要水防箇所の中でも特に危険度が
高いＡランクに位置付けられています。現在、国・
県・市で進めている中橋付近の堤防かさ上げと中
橋の架け替えは、市民が安全・安心に暮らせるま
ちを築いていくためには欠かすことのできない事
業であり、歴史的・文化的資産である史跡足利学
校や鑁阿寺を守り受け継いでいくためにも重要で
す。近年、全国で発生している記録的な豪雨に鑑
みると、一日も早く事業に着工し、早期の完成を
目指すべきであることから、定例会初日（２月 24
日）に全議員が提案者となり、決議しました。

　次に、ロシアによるウクライナへの侵攻に抗議
する決議です。２月 24日に始まったロシアによる
ウクライナへの軍事侵攻は、多くの犠牲者を出す
とともに、日本が位置するアジアを含む国際社会
の秩序の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事
態であり、平和都市宣言を行った本市として、断
じて容認できません。そのため、政府に対し適切
な対応を要請すべく、一般質問１日目（３月８日）
に全議員が提案者となり、決議しました。
　最後になりますが、令和４年度は８年間の新た
な総合計画及び早川市長就任後
の初の予算がスタートしまし
た。今後も議会が担う責任を
重く受け止め、役割をしっか
りと果たしていきます。

議長コラム
3 月定例会を振り返って

今

３月定例会の気になる用語を解説

指定管理者制度
公園や文化施設などの公の施設をノウハウのある民間
企業等に管理してもらう制度です。市民サービスの向
上やコスト縮減等を図るために創設されました。施設
の管理は議会の議決によって指定された「指定管理者」
が行います。

ｅスポーツ
エレクトロニック・スポーツの略で、ビデオゲームや
コンピューターゲームを使った競技のことです。近年、
世界中で大きな盛り上がりを見せています。

決　議
議会の意思を表明するために行う議決のことです。

用 語 解 説

しぎかいひろば　No.36209



あ
し
か
が
し
ぎ
か
い

密
着
！

昨
年
、
２
月
21
日
に
発
生
し
た
足
利
市
西
宮
林
野
火

災
は
、
鎮
火
に
至
る
ま
で
23
日
間
を
要
し
、
連
日
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
大
規
模
な
火
災

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
山
林
火
災
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
二
度
と
発
生
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
火
災
予

防
に
努
め
る
ほ
か
、

防
災
体
制
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
に

山
林
火
災
防
止
に

特
化
し
た
全
国
で

も
珍
し
い
条
例
で

あ
る
「
足
利
市
の

美
し
い
山
林
を
火

災
か
ら
守
る
条
例
」

が
上
程
さ
れ
、
市

議
会
は
全
会
一
致

で
議
決
し
ま
し
た
。

山
林
火
災
か
ら
足
利
市
を
守
る
た
め
に

足
利
市
消
防
本
部
が
導
入
し
た

新
装
備
を
使
用
し
た
訓
練
を
視
察

本
年
２
月
２
日
、
万
一
の
事
態
に
備
え
、
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
足
利
市
消
防

本
部
は
新
た
に
導
入
し
た
林
野
火
災
に
も
活

用
で
き
る
可
搬
ポ
ン
プ
等
の
装
備
を
使
用
し

て
、
昨
年
の
火
災
現
場
に
お
け
る
放
水
活
動

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

山
林
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
足
利
市

の
消
防
力
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
の
機

会
を
、
私
た
ち
足
利
市
議
会
は
見
届
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

訓
練
の
様
子
を
確
認
し
て

当
日
は
強
風
の
中
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

た
く
さ
ん
の
消
火
用
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
、

連
結
を
繰
り
返
し
、
重
装
備
を
担
い
で
足
場

の
悪
い
登
山
道
を
駆
け
上
が
る
消
防
職
員
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
迅
速
に
任
務
を
果
た
そ

う
と
懸
命
に
取
り
組
む
様
子
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
足
利
応
援
寄

附
金
に
よ
っ
て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
装
備

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
安
全
の
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
、
市
議
会
と
し
て
も
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

視
察

現
場

の

から

災害発生時に備える私たち市議会の取り組みについてお知らせします

足利市議会は、令和元年東日本
台風の被害を受ける約１年前の
平成 30 年９月に、大規模な災害
を想定したＢＣＰ（業務継続計
画）を策定しました。

大規模な災害が発生した時、市
民の生命と財産を守るため、あ
るいは必要な支援を実施するた
め、市は様々な手立てを講じる
ことになりますが、そこには、
最終的に議会の議決が欠かせな
いものもあります。
こうした事態においても、市議
会として、責任を持って役割を
果たすため、非常時における市
議会の体制を整えたものが「足
利市議会災害時業務継続計画（市
議会ＢＣＰ）」です。

基本方針として、３本の柱があ
ります。
①災害時においても市議会とし
ての役割を適宜適切に果たすこ
とのできるようにするための「議
会機能の早期回復」。
②市議会議員としての役割を
再確認するための「議員の行動
指針」。
③災害対応に当たる行政が機動
的に対応に専念できるように、
市議会として力強く支援するた
めの「市との相互連携」です。
大規模な災害が発生した場合に
は、市議会は災害対策支援本部
を設置して、議員の安否を確認
する（議決に必要な議員の数で
ある定足数を確認するため）と
ともに、地域の災害状況の把握
に努めます。行政が迅速かつ適
切な災害対応に専念できるよう

に、必要な協力と支援を行うと
同時に、支援本部では計画に基
づき、市民生活の安定に必要な
議案などの審議が滞ることのな
いように取り組むこととしてい
ます。
また、災害はどのような状況で
発生するか分かりません。様々
なケースを想定して、議員が対
応できるように、計画を定めて
います。

市議会ＢＣＰに基づき、毎年度、
足利市の災害対策訓練に合わせ
て、対策訓練を実施し、災害時
の初期活動等を確認して見直し
を行っています。こうした取り
組みが評価され、令和 3年 1 月に
全国市町村国際文化研修所にお
いて、全国の市議会議員等に講
演をしました。

足利市議会の備えについて

市議会ＢＣＰとは？

具体的には

計画を立てた後の
取り組みについて

市議会の業務継続計画
（市議会BCP)

３
月
定
例
会
で
は
、
会
期
中
に
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
11
年
の
節
目
を
迎
え
哀
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
、
全
国
で
も
珍
し
い
山
林
火
災
を
予
防
す
る
た
め
の
条
例
を
審
議
す
る
な
ど
、

「
災
害
」
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
そ
の
内
容
と
関
連
す
る
市
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３月11日、午後２時46分。市議会本会議の一般質問３日目、足利市議会は東日本
大震災を忘れることなく、亡くなられたすべての方々のご冥福を祈り、議場で
黙とうを捧げました。
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あ
し
か
が
し
ぎ
か
い

密
着
！

昨
年
、
２
月
21
日
に
発
生
し
た
足
利
市
西
宮
林
野
火

災
は
、
鎮
火
に
至
る
ま
で
23
日
間
を
要
し
、
連
日
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
大
規
模
な
火
災

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
山
林
火
災
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
二
度
と
発
生
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
火
災
予

防
に
努
め
る
ほ
か
、

防
災
体
制
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
に

山
林
火
災
防
止
に

特
化
し
た
全
国
で

も
珍
し
い
条
例
で

あ
る
「
足
利
市
の

美
し
い
山
林
を
火

災
か
ら
守
る
条
例
」

が
上
程
さ
れ
、
市

議
会
は
全
会
一
致

で
議
決
し
ま
し
た
。

山
林
火
災
か
ら
足
利
市
を
守
る
た
め
に

足
利
市
消
防
本
部
が
導
入
し
た

新
装
備
を
使
用
し
た
訓
練
を
視
察

本
年
２
月
２
日
、
万
一
の
事
態
に
備
え
、
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
足
利
市
消
防

本
部
は
新
た
に
導
入
し
た
林
野
火
災
に
も
活

用
で
き
る
可
搬
ポ
ン
プ
等
の
装
備
を
使
用
し

て
、
昨
年
の
火
災
現
場
に
お
け
る
放
水
活
動

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

山
林
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
足
利
市

の
消
防
力
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
の
機

会
を
、
私
た
ち
足
利
市
議
会
は
見
届
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

訓
練
の
様
子
を
確
認
し
て

当
日
は
強
風
の
中
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

た
く
さ
ん
の
消
火
用
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
、

連
結
を
繰
り
返
し
、
重
装
備
を
担
い
で
足
場

の
悪
い
登
山
道
を
駆
け
上
が
る
消
防
職
員
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
迅
速
に
任
務
を
果
た
そ

う
と
懸
命
に
取
り
組
む
様
子
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
足
利
応
援
寄

附
金
に
よ
っ
て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
装
備

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
安
全
の
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
、
市
議
会
と
し
て
も
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

視
察

現
場

の

から

災害発生時に備える私たち市議会の取り組みについてお知らせします

足利市議会は、令和元年東日本
台風の被害を受ける約１年前の
平成 30 年９月に、大規模な災害
を想定したＢＣＰ（業務継続計
画）を策定しました。

大規模な災害が発生した時、市
民の生命と財産を守るため、あ
るいは必要な支援を実施するた
め、市は様々な手立てを講じる
ことになりますが、そこには、
最終的に議会の議決が欠かせな
いものもあります。
こうした事態においても、市議
会として、責任を持って役割を
果たすため、非常時における市
議会の体制を整えたものが「足
利市議会災害時業務継続計画（市
議会ＢＣＰ）」です。

基本方針として、３本の柱があ
ります。
①災害時においても市議会とし
ての役割を適宜適切に果たすこ
とのできるようにするための「議
会機能の早期回復」。
②市議会議員としての役割を
再確認するための「議員の行動
指針」。
③災害対応に当たる行政が機動
的に対応に専念できるように、
市議会として力強く支援するた
めの「市との相互連携」です。
大規模な災害が発生した場合に
は、市議会は災害対策支援本部
を設置して、議員の安否を確認
する（議決に必要な議員の数で
ある定足数を確認するため）と
ともに、地域の災害状況の把握
に努めます。行政が迅速かつ適
切な災害対応に専念できるよう

に、必要な協力と支援を行うと
同時に、支援本部では計画に基
づき、市民生活の安定に必要な
議案などの審議が滞ることのな
いように取り組むこととしてい
ます。
また、災害はどのような状況で
発生するか分かりません。様々
なケースを想定して、議員が対
応できるように、計画を定めて
います。

市議会ＢＣＰに基づき、毎年度、
足利市の災害対策訓練に合わせ
て、対策訓練を実施し、災害時
の初期活動等を確認して見直し
を行っています。こうした取り
組みが評価され、令和 3年 1 月に
全国市町村国際文化研修所にお
いて、全国の市議会議員等に講
演をしました。

足利市議会の備えについて

市議会ＢＣＰとは？

具体的には

計画を立てた後の
取り組みについて

市議会の業務継続計画
（市議会BCP)

３
月
定
例
会
で
は
、
会
期
中
に
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
11
年
の
節
目
を
迎
え
哀
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
、
全
国
で
も
珍
し
い
山
林
火
災
を
予
防
す
る
た
め
の
条
例
を
審
議
す
る
な
ど
、

「
災
害
」
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
そ
の
内
容
と
関
連
す
る
市
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３月11日、午後２時46分。市議会本会議の一般質問３日目、足利市議会は東日本
大震災を忘れることなく、亡くなられたすべての方々のご冥福を祈り、議場で
黙とうを捧げました。

しぎかいひろば　No.36211



編 集
後 記

今号の特集ページでは予算審査特別委員会について、
市議会の役割や協議の内容などをお伝えしました。
全国的に少子高齢化や人口減少が進み、新型コロナウ
イルス感染症の収束も見通せない中で、本市では公共
施設の老朽化への対応や産業の活性化などの多岐に
わたる課題に直面しています。一方で歳入の根幹となる
税収の伸び悩み状態が続いており、市の貯金に当たる

基金残高の減少等が見込まれるなど、本市の財政状況
は依然として厳しい状況にあります。
そのような状況においても、最小の経費で最大の効果
を上げられるよう、議会と執行部との間で多くの議論を
交わすことで、本市の発展に努めてまいります。

（広報広聴常任委員会広報部会　大須賀　幸雄）

6 月 定 例 会 の ご 案 内
日 月 火 水 木 金 土

5/22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

　昨年行われた「高校生議会」を題材に制作した私たち

の作品が、栃木県代表として、文化部のインターハイ

といわれる「全国高等学校総合文化祭（総文祭）」に出

品されます。この取材を通して議員の方々の人柄に触

れ、私たちの目線に合わせて話を聞いてくださる姿に親

しみと頼もしさを感じました。

　私たち高校生も含め、若い世代は政治に対して無関

心や受け身になりやすいと感じます。そこで議員さん

に学校に来ていただき、議会の魅力や

議員としての仕事のやりがいなどをお話

しいただけると、興味を持つ若い世代が

増えるのではないかと考えます。

ネット中継
を見る

足利市議会
を知る

傍聴方法
を知る

会議録
を見る

ぎかいにとどけ！

　　わたしたちのこえ

作品は
こちらから

本会議
（初日）

本会議
（最終日）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

教育経済建設
常任委員会

総務企画防災
常任委員会

民生環境水道
常任委員会

１、２年生合わせて11名（令和４年３月現在）が「楽しみな
がら好きなことを続ける」をモットーに活動。年間約20本
の作品を手がけ、試行錯誤の中で技術を磨く。
近年、ＮＨＫ杯や総文祭等の全国大会に出場するように
なり、県内有数の強豪校として知られるようになった。

足利大学附属高等学校 放送部

N
o.362　
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だ
よ

り
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を
使

用
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い
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す
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